
 

飼料作物に対する消化液の施用試験（飼料用とうもろこし） 

帯広市川西農業協同組合 

帯広市農業振興公社生産技術部 

1．目的 

飼料用とうもろこしに対する消化液散布の施肥効果や経済性の検討を行う。 

 

2．実施場所 

生産者ほ場（吉田武弘氏、藤田光輝氏） 

 

3．消化液の製造元及び消化液分析結果 

（1）消化液の製造元 （株）B＆M 

消化液分析結果（十勝農協連 2022年 2月～12月分析の平均値） 

   

 

4．実証圃の土壌分析結果 
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5．実証圃の施肥区分（消化液の施肥成分量=散布量×成分量×肥料換算係数） 

   

 

6．調査項目 

（1）生育調査 

慣行区の生育数値を 100とした消化液区の生育割合 

   

① 処理による生育期節には差が感じられなかった。 
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（2）収量調査 

   
① 両ほ場とも生収量では各処理区による差がややあるものの、乾物・ＴＤＮ収量

では、ほぼ同等であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．考察 

① 消化液と慣行肥料を組み合わせた施肥は、慣行施肥と同等の効果が期待できる。 

② 調査ほ場Ⅰでは、消化液と慣行肥料を組み合わせた施肥で肥料費が削減でき収量

が同等であり、経済性が実証された。 
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